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高
幡
消
防
組
合
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
６
名
の
皆
様
が
内
閣
府
よ
り
「
瑞
宝

単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災

害
か
ら
防
御
す
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の
強
化
・
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で
す
。

叙
勲
受
章
者
の
紹
介

叙
勲
受
章
者
の
紹
介
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光
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叙
勲
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瑞
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光
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瑞
宝
単
光
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司
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叙
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高
幡
消
防
管
内
の
各
市
町
で
令
和
４
年

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。（
１
月
９

日
須
崎
市
、四
万
十
町
、中
土
佐
町
）

　

消
防
署
員
・
消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚

を
図
り
、消
防
技
術
の
向
上
に
努
め
、合
わ

せ
て
住
民
の
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
の
為
、規
模
を
縮
小
し
式
典

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
、ま
た
災
害
の
少
な
い
平
穏
な
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
夢
と
希
望
に
満
ち

た
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

令
和
４
年 

消
防
出
初
式
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資機材を使用し車両のドアを開放中② 資機材の性能等の説明を受ける

資機材を使用し車両のドアを開放中①

訓練塔を使用した引揚救助の様子 負傷者を担架に乗せ、引揚げる様子

　

高
幡
消
防
組
合
で
は
、消
防
署
ご
と
に
あ

ら
ゆ
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。津
野
山

分
署
で
は
、12
月
上
旬
に
㈱
オ
グ
ラ
の
ご
協

力
の
も
と
、廃
車
予
定
の
車
両
を
使
用
し

「
車
両
解
体
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
動
車
事
故
で
車
両
が
大
破
し
、負
傷

者
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
想
定
で
、

特
殊
な
資
機
材
を
使
用
し
て
ド
ア
の
取
り

外
し
、屋
根
の
開
放
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

車
内
の
負
傷
者
を
救
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
訓
練
で
す
。

　

自
動
車
事
故
で
は
発
生
状
況
に
よ
り
、

破
損
や
変
形
が
様
々
で
あ
り
、そ
れ
に
応

じ
た
最
も
適
正
な
方
法
で
救
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。今
回
、実
際
の
車
両
を
使
用

し
た
訓
練
で
は
、各
隊
員
の
知
識
や
技
術

の
向
上
を
図
る
上
で
有
意
義
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　

四
万
十
町
の
総
面
積
の
内
約
９
割
は
山

林
で
あ
り
、同
町
を
管
轄
す
る
四
万
十
清

流
消
防
署
で
は
定
期
的
に
山
岳
救
助
の
基

本
訓
練
及
び
想
定
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。山
岳
救
助
で
は
様
々
な
救
助
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、今
回
は
署
内
の
施
設
を
利

用
し
て
、負
傷
者
を
救
助
す
る
た
め
の
ロ

ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

よ
り
効
率
的
な
救
助
が
行
え
る
よ
う
に
今

後
も
訓
練
を
重
ね
、知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど

の
流
行
に
伴
い
山
間
部
で
の
事
故
が
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。天
候
や
ご

自
身
の
体
調
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
、安

全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
両
解
体
訓
練

山
岳
救
助
訓
練
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毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
春
の

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
様
に
防
火
防
災
に
関
す

る
意
識
や
防
災
行
動
力
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
ぎ
、
万
が
一
発
生
し
た

場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
全
国
統
一
防
火

標
語
は

「
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検

火
の
始
末
」
で
す
。
今
一
度
、

家
族
で
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
話

し
あ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。 春の火災予防週間

令和3年12月2日、中土佐消防団上ノ加江分団
に新しいポンプ車を配備しました。
ポンプ車とは水を放出する能力

を持つ車両で火災現場近くの防火
水槽、消火栓などから水を吸い上げ
放水します。今後、訓練や火災、災害
現場で活躍します。

いすゞエルフ
全 長
全 高
ディーゼル
全 幅
重 量

２９９０ｃｃ
５５７０ｍｍ
２６００ｍｍ
６ 人 乗 り
１８９０ｍｍ
４７１０ ㎏

中
土
佐
消
防
団
上
ノ
加
江
分
団 

新
ポ
ン
プ
車

東　純司
ひがし　    　じゅんじ

中越　健人
なかごし　　　　けんと

NEW FACE
①23歳
②須崎消防署
③ツーリング
④住民に寄り添い信頼される
消防職員になれるように頑
張ります。

①21歳
②津野山分署
③ドライブ・ツーリング・旅行
④一日でも早く仕事を覚え
て、即戦力となれるよう頑
張ります。

新人職員への質問
①年齢　②所属　③趣味　④意気込み
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